
大分市立西の台小学校　学力向上プラン8月

１ 各種学力・学習状況調査の分析結果から明らかになっ
た課題
・全国学力・学習状況調査（6年）大分県学力定着状況調査
（5年）で国語・算数・理科（5年）において県平均と全国
平均を上回っている。
・基礎的・基本的な問題については定着がみられる。
・思考力・判断力をともなう活用問題では個人差がある。
・両学年ともに記述問題で１０人前後の無回答者がいる。
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・自分の考えを言葉にして伝えたり、学んだことを言葉で
　説明するなどの「表現力の育成」が課題である。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・自分の考えを自信をもって言えない児童に対する
　取組
・基礎知識を「思考力・判断力・表現力」に反映で
　きるようにするための取組
・下位層に位置する児童の底上げに向けた取組
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１　組織的な授業改善の取組状況
・低学年では「考え」「理由」などパターンとして書くことの指導を行っている。
・授業中課題に対して自分の考えを書く時間を保証している。
・ペア学習やグループ学習による自分の考えを表現し合う場を設定している。
２　その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・語彙を増やすため読書に取り組ませている。
・朝の会でスピーチタイムを持ったり日記指導を継続して行っている。
・家庭学習の定着（家庭学習の習慣化と質の向上）に向けての日々の声かけや指導を行っている。

授業中、自分の考えを話したり書いたりすることができたと回答する児童を８５％以上にする。

【授業改善】
（授業改善のテーマ）
　自分で考え、判断し、表現する（話す・書く）力の育成の育成
　（授業改善の重点）
　必然性のある課題の設定、板書の工夫
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【家庭・地域との協働】

・「解決したい」「やってみたい」
  と思わせる必然性のある課題設定
・考えを書く時間の確保
・子どもの言葉でまとめをする。
・「総合的な学習の時間」を他教科
  と関連付け、「問い」が連続した
　探究的な学習を実施する。

　・学習のねらいがわかる板書の
　　工夫、自分の考えを振り返る
　・ペア学習やグループ学習に
　　よる自分の考えを表現し合う
　　場を設定する。
　・授業内の評価から個別指導や
　　子どもどうしの教えあいの場
　　を設定する。

・家庭学習の習慣化、取組の徹底
　学習時間、学年×10＋10分
・内容の工夫（宿題の個別対応）
・学校、家庭でのやり直し

・板書に子どもの疑問や考えのずれを
　位置づけ、子どもの問いから課題を
　設定したと回答する教職員を90％以
　上にする。（教職員アンケート②）
・「授業は分かりやすく楽しい」
　と回答する児童を90％以上に
　する。  （児童アンケート②）

・「人にはいろいろな考え方や感じ方が
　あると実感できるように互いの良さ
　を認め合える集団づくりや一人ひとり
　を大切にした経営をした」と回答する
　教職員を90%以上にする
　　　　　（教職員アンケート③④）
・「授業中自分の考えを話したり書い
　たりすることができたと」と回答す
　る児童の割合を85％以上にする。
　　　　　（児童アンケート①）

・「お子さんは授業が楽しいと
　言っていると回答する保護者
　を90%以上にする。
        （保護者アンケート②）

（達成指標）
　家庭と連携した家庭学習の
 充実に向けた取組

（取組指標） （取組指標）

　　　　（取組内容）

　　　　（取組指標）

（取組内容） （取組内容）

　　　　　　　　　　　　　　　　【その他の学力向上の取組】
・一人一人が認められ、自尊感情が高められる学級経営・集団作り
・生徒指導の３機能、人権尊重の３視点を意識した授業実践
・「めあて」「課題」等のマグネットを板書に位置付け授業の見通しを持たせる。
・タブレットを授業で積極的に活用する。
・各学年1本の提案授業を行い校内研修と連動させ授業改善を図る。
・学習規律の話の聞き方等を全校でそろえる。
・小中一貫教育の学習系統表にそった「学習のきまり」を再確認し徹底する。


